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卒 業 生 の 諸 君 へ
卒業生諸君， 今， 乙とK人文学部を卒業するととで，
またこれまでの十数年間！にわたる学校生活を全うする
ととにもなり， 大怖にその喜びをかみしめ， 新たな希
望ととれからの門出.－，の決意に燃えているととと察し
ます。諸君K対して心から祝福を申上げるとともに，
今後の発展と活躍を願ってやみませんO
人文学部卒菜生の大多数は， 教職をはじめ， 様々を
職莱KつくζとKきまってし～ると思いますが， さらに
進学して学業を続け主うとするへもあると思います。
そ乙でまず， な伝えしてな きたいと思いますが， すで
に作年来， 新聞等で報道され， また先般は予告もしま
したように， 昭和6 1年度（本年4月）から大学院人文
科学研究科が設置される予定であります。乙れには政
府予算案と関係法令が国会lてないて成立しなければな
りませんので， 学生募集と入学試験は4 月に入って か
らになると思仇ます。ともかくとれ陀よって， 卒業生
で進学希望の人をうけいれゐことができることに在り
ます。諸君のな かで意欲ある人が本研究科の一期生と
なって， 人文学部の発展。一翼をになってほしwと願
うものであります。
と乙ろで諸君の大多数は， 初心も新たに希望に燃え
て実社会K巣立とうとして円ますOしかし， 乙れから
諸君が身をなく社会では， 順風満帆に進めるとは限り
ませんOむしろ様々を形の挫折と逆境に遭遇ずる乙と
が多Wでしょうし， また懸命に努力していても思うよ
うに事が運ぶことは少ないでしょう。最近D就職案内
で求められることは， 必ずといってもよいほど「やる
気のある人物」であります。このようK「やる気」が
強調されることは， 何も就職に限らず， あ らゆる場合
Kいえます。確かに一般的傾向として「やる気」があ
るのか疑0たくなるような若者が多くなっているとと
も事実で， その反映ともいえましょう。しかし， 乙ζ
人文学部長 浦 瀬 勝
で申上げたいことは． 「やる気Jがあっても， それを
発揮させないばかりか， 逆K喪失させてしまうことも
決して少なくないことであります。つまり「やゐ気の
ある人物Jを求めてなきながら， その「やる気」をそ
いでしまうことも多く， むしろこれが現実の社会で司す。
例えば， 教職についてみても， 「現場教師の創意・工
夫を減退させる使直化， 画一化を排し， 形式主義的な
統制・管理の行政体質を改革する」とは， 現在， 臨教
審が打ち出している教育改革の原則論であります。し
かし在がら， その具体的な対策となると， 初任者研修
制度とか， 教職適性審議会な どが考えられて， とれで
はむしろ教師にタガをはめ， 逆K現場菅理を強める恐
れさえあります。果して教師に責任を持たせて教育の
活性化を図ることになるのか， 甚だ疑問といわざaるを
えませんO以上はまだ論議の段階でありますが， そう
遠くない時期K乙れらは現実化してくるのではないか
と考えられます。そうなれば， 「やる気」のある教師
はどうなるでしょうか。教職ばかりでなく， 他の職場
でも同じようなととが いえると思I.（＇＼ますOそうした社
会の現実のな かで， 諸君は何としても秘めて阿る「や
る気」を強化ζそすれ，圧殺されてしまわな同ように
し， 逆境や挫折をのりこえてもらいたいと願うもので
あります。そのためには， 抽象的在いいかたK在りま
すが， 常民初心Kかえり， 自分の仕事に対し情熱をか
たむけ， また常に研修を重ねるよりほかまいと考えま
す。また以前にも卒業生に対して述べたととですが，
様々な場にないて， その場を守ゐ， いいかえれば， そ
の場にないてなくてはならない存在になるLうに努め
ることが重要だと考えます。
どうか，諸君がどのような情況にもめげず， 御健闘さ
れることを頗つてなります。
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教育学部卒業生に贈る言葉
卒業生並びに専攻科修了の皆さんO乙の度，諸君の
永年K亘る研鎖の甲斐あって， 目出度〈卒業並びに修
了の日を迎えられたととを心から台慶び申し上げますO
そして， 諸君を今日まで育て導かれた方々K対して深
〈敬意を表し，また御同慶K存じ上げます。
諸諸君の多くは教職を志してなり， また，一部の人は
他の職業に進むのですが， 今日， 児童数の減少が目立
ち，これに伴って教職が狭き門となり，卒業と同時に
就職を約束するとととをらなかった方々のある乙とに
心痛みますが，どうか挫けず努力を続けて下さい。
日本の今後は， 高齢者数が増加し， 他の先進歯で100
年かかった人口構成の変化の様相が我が国では僅か3 0
年間で起きていると指摘されていて，経済，医療，教
育をどの面での抜本的な対応が迫られていくでし ょう。
さらに，世界的には，東西聞の極度の軍備競争につ
いては漸ゃく反省し始められたとは言え， 主義や利害
をめぐっての暴力行為が南北問題K絡めて続発してな
り，不安は消えていませんOそして，後進国での人口
増加と極度の食糧不足も起きましたが，その救済K最
も必要なものは教育であゐとも言われてい ますO
人口構成の変化でのもう一つの特徴は先進諸国での
就業に関するものです。一次産業人口が激威し， 二次
産業では機器製造関係が著しく増えてなり，三次産業
人口は大幅増となると予測されていて，とのような人
口構成の変化は， 人聞の生き方とものの考え方を大き
く変えてま；＂ JJ，今後も変えさすものと思われます。
また，他万で，交通，通信，情報網等 の急速な進歩
発展が全ての面に亘って国際化を促進するものと考え
られ，今までの形や表面的在国際交流の状況から更K
進んで内面的，実際的なものとなってくると考えるの
です。
従ってj今後，高齢化社会での生涯教育や社会教育，
国漂化に伴う国際理解のための教育，情報処理K関す
る教育が重視されるとととなりますが，とれをまとめ
てみますと，今後の人聞の生き方について考えねばな
らないのだというととになります。
さて， 自然科学の最近の進歩は驚くばかりのドラマ
ティックな成果を次々と私共に伝えてくれていますが，
教育学部長 野 村
昇
素粒子の物理学での無沙諸ら有の生成に関するものとか，
宇宙空間と天体Kついての宇宙科学での創生期以降の
進化に関するものとか，遺伝子や酵素の生命科学での
生命の仕組みに関するもの等々，僅か何十年か前Kは
予想もされなかった，人聞の踏み入り難いとも思われ
ていた， 外の世界と内面の世界に荒々しい足どりで踏
み込んだとさえ言えそうな展開が繰り広げられている
訳です。バイオテクノロジーと臓器移植の問題は今や
倫理上の主要な課題でもありますOこういった面から
も亦，人間寄在の意義が問われている訳です。既VC,
悲しいととに，諸科学と技術，時に芸術と文化はその
輝ゃく発展の裏面で多くの人聞を傷つけ殺し，母なる
大地と水， 空気を汚し脅かしてきたのでもあります。
時には宗教でさえもです。
このように考えてきますと，人聞が人間らしく生き
るためには，それらしい教育がなされねばないとWう
ことが判りをす。人聞は自分の寿命，肉体，五感覚を
j超えて，より広〈， 深く，また長期に亘る遠大で高遁
左目標をもつことのできる唯一の動物であり，その証
としτ教育活動をすると言えます。教育は人間相互に
行われ， 良質の教育を受けそれを確かに受けとめた者
が 良質の教師に育つのでありまし主う。また． 共同と
しての教育活動を考え，また立場上の責任を考える訳
です。
今，卒業生並びに修了生諸君はパラ色の夢と何がし
の不安を抱いて居られると思Wます。そうした諸君の
夢が全て実現するものでないことも諸君は知っている
と思います。しかし，重要なことは， 夢を大きい目標
に向けることなのですO高く蓬か遠くのことは最初は
見えKくいが，向上心をもってたゆまぬ探究を続ける
ことによって，少しずつ見えてくるのだろうと思いま
す。現在に責任をもっ生き方をし，これを続けること
です。それには，先ず自分の持ち場，位置づけを確か
める必要があります。人生7 5 年としてその1 0分の8
を学校教育を受けることで過ごされたのですが， これ
からは，各自の責任K沿いて自己教育（啓培）をし，
同時にその特徴と能力を活かして社会の活動K積極的
K参加してほしいのです。
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人類が望んできた所の豊かな経済と 良I/\医療につ同
ては或程度ο達成をみてお‘りますが，良い教育と豊かな
自然については今後もよD一層の努力に期待が寄せら
れています。人間生存に関わる問題だと考えるのです。
そのためにも諸君は，まず自分と自分の置かれてい
る立場を虚心K反省し，自覚して，それK基づいた生
きてWける意志力と健康を養成することゑ軒要でし ょうO
以上のように考えてくると，教育学部を卒業する諸
君が開拓して働かねばならない新しい領域と役割が多
く，やり甲斐のある乙とと言えまし ょう。
今，人生の大切な節目に当り， 目標を大きく掲げて
向上心を燃やし，健康K留意して，積極的K創意工夫
をし，その立場を自覚して責任を果たせる明るい人生
行路K，あせらず，あなどらず歩みを進めて下さい。
学部の発展とともに
経済学部を巣立っていかれる皆さんの，卒莱とそし
て社会人としての門出を心からな祝い申し上げます。
「学生と社会人とでは，まず第ーに生活のリズムが違
ってi;'\て，新卒者Kとっては， このリズムの切換が大
変だ」といった感想、をよく耳Kします。健康には十分
留意しながら上手にリズムの切換をして，社会人とし
て大いに闘歩されるよう期待していますO
いま， わが経済学部は， 一大飛躍を遂げようとして
います。皆さんの卒業と入れ替りK，新年度から学部
の大改組が実施されるととはすで陀ど存知の通りです。
改組の内容は． 「 昼夜開講制」，「 学生定員増J.「教
官定員増」， 「大学科目制」の4点に締約することが
できるでし ょう。乙れで，学部の飛躍的発展充実の枠
組ができたことになります。中でも， 大学科目制への
編成換えは，有能を研究者を集めやすくなるばかりで
なく，実験学科目の増強等を通じて研究費の増額が約
束されたことにをり， 研究体制の強化充実の道が大き
く聞かれたことになります。さらに，教官定員の大幅
増加には注目すべきものがあります。なそらく，経済
学部としては，全国国立大学中最大級の大型学部にな
るはずです。
枠組はできましたりしかし． 問題は中味です。枠組
に沿って研究体制を実際に充実させていくことと，在
学生の教育内容をらびに学生自身のレベル。淘上を図
るとと，が終局の目標ではありますが，それらを理想
どなりに実現させる過程には，かをりの難関が予想さ
れます。それでも，理想に向って努力し前進していか
なければなりませんOとは言え，これらの問題には，
内部努力だけでは完全な解決にはならないものが含ま
れているように思われます。それは，内部の努力と相
まって，外部つまり世間一般のイメージ・ アップが不
可欠であるというととですOわが経済学部K対する世
間一般の評価・ イメージが高まる乙とKよって，一方
経済学部長 1龍 好 英
では優れた研究者が集まりやすくまり，もう一方では
レベルの高い受験生が当学部を志望してくるようにな
るはずです。要は， 世間の方々の当学部に対するイメ
ージをどこまで向上させられるか，にあると言うべき
でし ょう。しかし，実際には， 優れた研究者が沢山い
る学部Kはいい学生が集まるが， レベルの高い質のい
い学生Qi入ってくれば，教育内容も充実し世間の評価
が高まって優i1,た研究者が集まりやすくなる， とwう
循環論的相互作用がついて廻るよう陀考えられます。
それでもわれわれは， まず，枠組のできたととるで，
内部努力Kよって体制固めをするととから始めなけれ
ば在らない，と自覚しているところです。
当学部医対すゐ世間の評価の損lJ度の一つに，卒業生
の方々の社会での活躍ぶりがあるζとは否定しえない
ところですOわが学部関係の同窓会（越嶺会）は，高
岡高商・経済学部・経営短大の各卒業生で構成されて
いますが，幸い，会員の皆さんは，それ相応の，ある
いはそれ以上の社会的地位を確保され，十分な活躍を
なされているととは改めて言うまでもありませんO こ
れ らの事実が，わが学部に対する社会の期待となり，
わが学部をして就職名門校たらしめているのも事実で
す。それでもなな， 学部の改組を機K，イメージの大
幅アップが望まれるところであります。このたびど卒
業の皆さんvc $�かれましては， 白骨自身のためは勿論
ですが，母校の飛躍，学部のイメージ・ アップのため
Kも，社会人として大l/\VC活躍されますよう期待して
I/\る次第です。
われわれ教職員は，社会にないて皆さんが，富山大
学経済学部の卒業生であることを，つねに胸を張って
語れるような走実した学部氏育て上げるべく努力して
いく所存です。学部の発展とともにいま社会に向って
羽ばたとうとしてWる皆さんの，前途の隆盛を心から
祈念しつつ。
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卒業生に bくる
卒業生諸君，御卒業辛子めでとう。私は諸君の洋々た
る前途K大きな期待を寄せながら心からの祝詞を贈り
ます。
諸君は今日限り学生生活に別れを告げ， 愈々精神的
にも，また，経済的にも自立した一個の社会人として
出発することになり， 各人夫々K大きを感慨を抱いて
いることでし ょう。それは人生の再出発とも云える最
も大切な時，とれから始まる人生の本番を如何に生き
るか， どのような人間として生涯を送るべきかを探〈
考える時であると思うのです。内には諸君自身の人格
形成があり，外には高等教育を受けた者としての社会
になける責務があり ます。
現代の社会は多様化社会であり， 且つ，その内容そ
のものも日々ζれ新たに急速な進展をしてい ます。そ
してその中に生きる現代人は人夫々に多種多様な価値
感をもってい ますO乙のような社会に入って始めは戸
惑を感ずるζとが多いでし ょう。他人の意見を聴きそ
の立場を理解する乙とと同時に自分自身の考え方をし
っかり持ち，自らを見失まわないことが大切です。又，
仕事の上では大学で一生懸命学んだととが直接Kは役
立たないと思うととが多いと思Wます。大学で学んだ
のは最も基健的なこと， 原理， 原則であって専問分野
理学部長 中 川 正 之
についてはむしろこれからであります。固定観念に掴
われず自由な発想と積極的を開拓者的精神をもっとと
が何より大切に思いま’fo若い柔軟な思考能力を何時
までも持ち続け，絶えざる勉学の努力を続けて頂きた
いものです。
今，2 1世紀K向けての社会の様々を展望や構想が
なされる時， 自然科学の分野は恐らく最も急速な発展
をなすに違いありませんOとの時自然科学の基礎を学
んだ諸君の前途は洋々たるものがあり，諸君の担う使
命は誠陀重いものがあります。
どのような分野K:i>＂＂いても， 大きな進 歩・発展を起
したのは独創的な意見や発想であり，そして，多くの
場合それは実K少数意見であり異端者的発想、でさえあ
ります。然し， それは単なる場当り的思いつきではな
く深い研究の蓄積の裏づけがあるものであります。
自然科学の急速な発達は往々Kして人胡の人格を否
定し， 入閣の存在をも脅やかす怖さえも生じます。自
然科学の成果が真に人聞の生活K豊かさをもたらすも
のでなければならぬととは云う迄もありません。
最後に，諸君の光輝ある前途を祝福すると共K，健
康で大いに活躍されるζとを切に祈ります。
卒業生の皆さ ん へ
工学部長 位 崎 敏 男
工学部，工学研究科を卒業並びに修了される皆さん ますo 晴れの門出を迎えて， 過ぎ去った日々を振り
誠にな目出とうどざいます。心からな祝を申上げます。 返り，新しい前途を思って，皆さん夫々に感慨一入の
またこれまで長い間，皆さんを支え励ましてとられた ものがあらうかと思います。大へん結構なことで，そ
ご両親はじめど家族の方々にも，心からな喜びを申上 うした反省反揺は人生Kとって大へん貴重なものであ
げますO
皆さんが本学へ入学されたのもつい昨日の事のよう
K思えますが，早いものでもう間もなく長い学校生活
も終りに在らうとしてbります。そしていよいよ新し
い希望K燃えて実社会K巣立つて行力通れるわけであり
ると私は常々考えてなります。
麿突な例で恐縮ですが，との頃話題の宇宙ロクット
Kしても，た玄ポンと打出しただけでは目的地にはっ
けないのでして， 適当な時期にタイミングよく姿勢を
制御し， 軌道を修正しなければならをいことはど承知
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の通りであります。 人生も同じであらうかと思いま
す。た三惰性のま訟に，のル父んだらりと過せばいいと
いうものではなく，姿勢を正 し，新しい意欲を燃やす，
いわばチェック・ ポイントが必らず何回かはなければ
いけないと私は思います。忽論乙れまでの皆さんの姿
勢が悪かったなどとwう気持はさらさらあり ませんが，
卒業という大きな転機にあたって，今一度技術者とし
ての，社会人としての姿勢心構えといったものを， じ
っくりと考えてみるととも決して無意味ではなからう
かと思い ます。賢明な皆さんに誠に幼稚な蛇是を申し
上げましたが，何事も初めが大切であり去すから，新
しい社会生活への悔いのない立派なスター 卜を切って
載きたいものと思います。
所で，乙れから皆さんが巣立つて行かれる社会の環
境は，相変らずというよりは， また一段と厳しさを増
しているように思 え ます。内には財政再建や行政改革
また外には世界不況や深刻な経済摩擦等々と簡単には
出口の見えない難聞が山積してbりますし，また産業
界はこれに対処するための技術革新と構造改革のはげ
しい嵐の中でしのぎをけずつてなります。誠に厳しく
多難な時代で，またζの昏迷から抜け出るための手だ
ても必らずしも定かではありませんが， しかし何れ に
してもこれを動かしてゆく根源となるものは 「人」で
あるζとだけは確かであら今かと思います。このよう
な意味で気力と活力K満ちた若い頭脳K対する社会の
産業界の期待が今ほど大きい時代はなからうかと思い
ますo乙のような時代に技術者として，また社会人と
して新しいスタートを切られる皆さんが，乙の大きな
社会的責任をしっかりと 自覚されて，その期待K充分
こたえられるよう，今後とも一層の努力と研鎖をつま
れますことを心から期待して止みませんO皆さんの今
後のど健闘とど多幸を心から願つてなります。
卒 業 生 に 望 む
経営短期大学部の卒業生の皆さん， 御卒業主Fめでと
うどざいます。 8年間夜聞に学ぶ苦労を克服して，卒
業の喜びを迎えられたζとを心から祝福いたします。
経営短大は創設後27年とをり，今回は25 回目の卒
業生を送り出すことKなりましたが，今年は経営短大
の夜間教育制度の転換という重要な年になりました。
新聞報道などで調承知のように，経営短期大学部を
富山大学経済学部K吸収合体して，経済学部が昼間主
コースと夜間主コースを設けるという昼夜開講制が昭
和61 年4月から実現することになりました。そのた
めに，経営短期大学部の学生は募集停止となり， 在学
生が全部卒業すれば廃止されることKなり ました。そ
して，経営短期大学部の夜間教育の役割は経済学部が
担うととになb，昭和61 年度から短大生花代って経
済学部に夜間主コースの学生が入学しますO夜間主コ
ー スの入学定員は6 0名となり，短大より4 0名の誠
少で入学の窓口は少し狭くなりましたが， 卒業証書に
二部（夜間）という言葉はなくなり，4年制の教育が
受けられて夜間教育が短大どまりという袋小路が解消
経営短期大学部主事 松 嶋 道 夫
された意義は大きいように思いますO夜間主コースへ
の編入制度が数年後Kは認められると思い ますが，そ
うすれば卒莱生の皆さんにも編入の道が聞かれるζと
にまり ますOとの短大の廃止と夜間主コースの新設が
決まった年K卒業される皆さんは感慨がひとしなのよ
うK思います。母校の名がWずれ消えてなくなるさび
しさはあるかもしれませんが，経営短大の生れ変りを
祝福し，今後の発展を見守ってほしいと思います。
さて，卒業生の皆さんは， 8年間昼間の仕事と夜に
学ぶ乙とを共同して進めてきたわけですが，これから
夜の負担がなくなってほっとしているζとと思います。
しかし，短大は4年制に較べると学習は半分Kとどま
っているので，これからの社会生活で4年制卒業の人
達と対等に評価をうけていくには，あと半分を 自分の
力で実践的K学んでいくことが必要です。高校卒業後
早く就職して，学ぶことも共同して進める生き方を選
んだ皆さんは，昼間の学生のよ今に一時に集中して学
ぶのではなく，長期的K学ぶことを選んだはずです。
社会変化や技術革新の激しい社会では，生涯学習が求
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められています。したがって，皆さんの卒業Kは，学
びの終了ではなく，実生活のさまざまな課題を自ら学
びながら対処して怖く学習の自立への期待がこめられ
てい ます。皆さんのこれからの人生にはさまざまな試
練が待っていると思いますが，労学を自立して進める
ととができればそれを乗り越えていけると思いますO
人聞はさまざま在課題を自立することKより成長して
いくものですが，その自立の程度が社会的評価Kつを
がります。他人医必要以上K頼ったり， 自分の頭で考
えられないようでは，重要な仕事をまかせられたり，
重いポストにつけないでし ょう。一人前の自立した社
会人として評価をうけるには，5 年， 1 0年あるいは
それ以上の忍耐と努力が必要でし ょうが， 8 年間の経
験を生かしてがんばってほしいと思い ます。
次に．私達はさまざまなつながりのもとに生活して
いるわけですから，自分の仕事や生活だけ考えて生き
ることでは不十分です。職場や社会生活，家庭生活に
ないて，他人の生活の苦労や心のいたみがわかる心の
広い人聞になってほしいと思います。自己の利益や地
位の向上のみを求め，高い評価をかちとろうとすれば
上の方ばかり見て，社会のひずみで苦労している人々
の心を忘れがちです。他人の犠牲にないて不当な利益
を得たり，不正な手段で他人をなしのけて地位を得ょ
うとする弱い者いじめはあってはならないと思います。
今学校にかけるいじめが社会問題となっていますが，
大人の社会でも多くの「いじめ」が存在してW ます。
高度経済成長のひずみで，大企業の利益はのびても，
一般労働者の賃金は抑えられ，中小企業の倒産や失業
者が増大してなり，軍事費はふやすが教育や福祉など
の国民生活予算をきりつめるなど弱いものの犠牲K沿
いて大きいものの成長をかちとろうとする風潮が，政治
－経済の分野でもなしすすめられています。社会では，
豊田商事をどの悪徳商法が老人のをけをしの生活資金
をだましとり， サラ金被害の苛酷を取立てで生活披壊
にないとむ弱い者いじめが横行してい ます。職場では，
経営の合現化Kよる人べらしゃ労働強化で一般労働者
への生活いじめが強まり，管理強化で権力への迎合を
強制して批判的意見を排除したり，気Kくわをい者を
差別する反民主主義のいじめもみられますoとうした
いじめは，人々の生活や権利よりも国家や企莱の利益
を最優先して弱い者に我慢を求める権力主義的傾向が
戦後政治の見直しの動きとも結びついて強まっている
ことと無関係ではないように思います。力の論理で秩
序を守b，利益を得ょうとすると必ず弱何者いじめが
伴います。政府は国家機密法を再提出してスパイ排除
という急D論・思想統伽Pいじめを企図しているし， 大型
間接税導入などの増税による消費者いじめも用意され
ています。核戦争が起れば人類が彼践するという警告
が科学者からをされていながら，軍拡競争で軍事費は
増強され，私達のいのちをなびやかすいじめも強まっ
てなり， 核兵器廃絶の課題はきわめて重要であるよう
に思います。
私達は，こうした社会状況の中で自らの生活や権利
を守っていくには，個人のみでは弱く，人々との連帯
の中で協力関係をかしすすめていく必要があるように
思います。皆さんは，これからの社会の担い手ですか
ら，個人の自立の確立とともに， 平和ゃくらしをよく
する課題，民主主義を守る課題にも関心をもち，社会
進歩の方向を見極めて，社会的連帯の中で若者らしい
積極的役割を担うことを期待するものです。卒業生の
皆さんが立派な社会人として成長されることを望みま
す。
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について
読み書き算数を教える「寺小屋の先生」として，村人
と裸のつき合加を重ねた。その成果の一つが，5 5年
秋田本で初めて出版された『スワヒリ語辞典』，大学
近くの rザワのれんHでもすっかり顔にまったいま，
和崎はいう。「ととは魚もウドンもうまいし，すばら
しい山もある，えーとζです。都会と違い，学生も会
えばちゃんと辛子じぎをしてくれる優しさがあるoが，
それはそれ，土地の文化というものは， よそ者は決し
て入れてくれへんJ ...・H・－－。
富山の人をきしないて出しゃばった事だと今でも気
にかかっている。ととでまP詫びをかねて，来富2年の
私のどとK乙んをことが許されたのか，富山を去るに
あたって考えてみるととにしよう。どうやらそれは，
2年とか7年とか，年数の問題ではない何かがあるは
ずだo記者は私を故池田氏と共K， 「腰をすえたH旅
の人H」と書加え0 II旅の人Hはまあ！，，＇＼�， 「腰をす
えた」とはどういうととだろう。
私は，それは私の暮しの姿勢Kあるのではないか，
と思う。大げさだがそれは， 暮しの日々のどとかにヒ
トであることの模索があり，またヒトとヒトとの交わ
りの中に求められる何かがあったといえよう。だから，
どれだけ永くそとK住むか，どれだけ探くその文化を
身につけているか，という問題でなく，どれだけヒト
であるか，という確信めlハたものが「そこに腰をすえ
た」と評させたの であろう。 それなら，富山でも，
また東アフリカのマンゴーラ村でも，また四月からの
春日井市でもいいのである。私はしんどい単身赴任の
日々のどこかK， そんを姿勢を持つことができたのだ
洋崎和人文学部教授
「定年，したがって退官」理の当然の，その時が来
ただけの事が，何とをく落ちつかない日々である。ち
ょうど，東アフリカのサバンナの中で，人類野外調査
の帰国の日を匂日の後に迎えた，村の生活の日々を思
い出している。別Kこれまでと変らない日々の営みの
中K，一つずつこれだけはその日までに片付けてなか
ねばねらない雑多で異質左用事がはさまって． しかも，
それがζれまで続けて来た村の生活の日常性になじま
ないままにそのままになって，その日が来てしまう，
あの落ち付かな�日々である。今度だけはそうならな
いようK，と思いつつ，またそうなってしまった1 3 
回の東アフリカ・ マンプーラ村の帰国の日々と同じよ
うに，また，天理大学から富山花移った日と同じよう
に，今度も富山の寓居五般マンションの単身赴任の生
活の日常性vc. 定年退官の諸用がなじまないまま，そ
の日を迎えることであろう。それが私を落ち付かせな
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富山大学K赴任して2年目だった。私は今でもその
真意をはかりかねているのだが，昭和5 6年4月から
始った朝日新聞の「新人国記」の富山篇の書き始めに，
故池田弥三郎氏と並んで，「旅の人」として私が引き
出された（昭和5 6年4月 3 0日）・・…・江戸っ子の池
田に対し，生粋の京都人で，富山へは一年早く来てい
るのが人類学者和崎洋一（6 0)0 54年春， 天理大
学をやめ，富山大人文学部K新設された文化人類学科
の教授として迎えられたo京大理学部の出身O 山好き
が縁で今西錦司門下に加わり， 乙の2 0年来， しばし
ばアアリカを訪問O タンザニアの村で，子どもたちに
と思う。理由Kならない理由だが，とれをあの時の言
い訳Kしてなとう。
しかし，ヒトであるととの模索は，何も市民の日常
性だけの事ではまいo 日々接して来た大学の生活，そ
してとりわけ直接文化人類学を講じた学生諸君との事
であったo私はヒトの個々の「文化」を語らなかったか
も知れな怖が，ヒトの文化とは何か，どとにその由来
を求めるか， は努めて語ったであろう。少くとも語ろ
うとした。言い換えれば， それは「ヒ人であるJ乙と
の模索である。それは「ヒトはサノレである」ζとであ
り，自然の中の諸々の 「生物であるjととである。そ
んな気持の中でヒトであるとととは何だろう。
一言で述べるととはできないが，私はそれに関わる
言葉として， 常々くり返し挙げて来たのが，スワヒリ
語のテンベアである。それは，熱帯乾燥サパンナを旅
する住民にある，一種の放浪を意味するが，とれは
「居を移したその場所その場所で，身のまわりになこ
るできどとのひとつひとつを，その時々に自分のまわ
りの人びとと受けいれる HところHを持っている， と
書いた，私の感動と生き方への願望をここでもくり返
して辛子きたい。
つまり，東アフリカのサバンナのテンベアK，私は
ヒトはその社会で， ただu集まり，寄りあう”だけで
なく帆離れ，避けあう”ととも同じようK自由である。
そしてそんな事を可能にするのが，ライオンやゾウが
棲むサパンナという「自由在空間」である事が重要で
ある。ヒトがヒトであるととの確信はとんを空間を持
つ乙との上に成り立って来た。今私は，富山を去るK
あたって，私がなぜここでヒトである確信の上K，私
の暮しを模索できたのか，そしてそれがどとか 「腰を
すえた岨旅の人 ”」と人の自にうつったか，をこんな
空間論でな返しとしたいと，思っている。
終りに，大学でやり残したととは「構内交通対策J
の仕上げ，人文学部では 「教授会になけるうまいな茶J
の獲得斗争， である。まζとに残念である。
( 8 6. 2. 13 ) 
停年退官を迎えでの所感
停年退職を迎えるに際して，四十年の教師生活を振
り返ってみると， いろいろの思刷出が眼前を通り過ぎ
ていく。脈絡のをい話ばかりで申し訳をい。
スト権
昭和廿二年の夏だったと，思う。官更にも労働者の基
基権 が認められて，当時， 富山県にあった官立の高等
専門学校の教職員組合にもストライキ権が興えられた。
組合は早速大会を開いて，賃上げ要求のストライキ
を打つことを決議し，一日ストを敢行したo スト宣言
を文部省K打電し，保安要員を残して，全員家に帰っ
た。七月中句で夏休みK入った直後のことである。翌
朝の新聞に「先生方，思いやりのストJ の見出しで報
道された。もちろん，給料は一日分カットされたが，
暫くして， ストを打った組合だけ十名程度の特別昇給
の知らせが届いた。低給の人で分配した。私も一号俸
昇給した。乙の時の昇給は， その年の国会で物品費か
ら支出したことを指摘されて，返却させられたと記憶
しているが，賃上げはストライキで斗い取るものだと
いうととを強く実感した。
御存知のように，スト権は翌年とり上げられて，未
教育学部教授 藤 木 興
だにもどって来ない。
建学の精神
昭和廿四年，旧制富山高校，富山薬学専門学校，師
範学校，青年師範学校の四校が合併して，新制の富山
大学が発足した。当時高専の先生の中VLI日制の帝国大
学の教職員として勤務したととのある人は皆無であっ
た。だから， 学生として過ごした大学の姿を思い浮べ
ながら，暗中模索して， 大学の研究室をつくろうとし
た。しかし， 旧制の大学は権威と伝統に輝くヨーロッ
パの大学をモデルK建設されたものであり，新制の大
学はアメリカの大学を見習って出来たので，建学の精
神なんか何処を探してもみつからなかった。
私が大学へ入った頃は， 先生は皆恐わW存在であっ
た。先生の学聞が恐わかったのである。偉い先生の研
究室の前を足音を忍ばせて歩いた。先生の思索を邪魔
し在い為でなく，研究室の中で語られている真理に対
する恐れからである。富山大学が出来て三十年余，学
生が恐れ戦く ような研究室が出来たであろうか。
安保斗争
昭和三十五年六月，連日学生のデモ隊が正門を出て
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行 っ た。 樺美智子さ んが死亡 した と い う 情報が伝え ら
れた時は， 確か教育学部の教授会 が開かれ て いた。 席
上娼状がま わっ て ， デモに 出 ょ う と い う 呼びかけ があ
っ た。 市役所前 の広場 K経済学部 ， 教 育学 部の教官 ，
事務職員の有志が十名握集 っ た。 そ し て ， 多数の労組
員 ， 農民組合の 人 々 の先頭K立っ て ， デモ行進 した。
富 山駅前を経 て ， 電気ピJレの前ま で歩 いた ら ， 我々 は
疲れ果 て て脱落せざ る を得 な か っ た。 初 体験のせい も
あったが，我 々 の栄養が不足 で ， 体 力 が続か な か っ た
の で あ る 。
三八豪雪
昭和三十八年の正月， 北瞳地方は大雪であった。 北
陸線が不通 で ， 富山は陸の孤島 と な っ た。 大学は聞か
れ て いた が ， 学生は登学出 来 な か っ たので， 休講に な
っ た。 その 日 ，研究室に居た ら ， 電話が あって 学部長
室K来 る よ う に と い う 指示が あ っ た。 五人の助教授 が
集 っ て ， 臨時教授会 と W う と と で， 学部閉鎖 ， 休講を
決定 した。 その時気がついた こ と は ， 多数の 人が無届
欠勤 し て い る と い う 事実 で あ る 。 電話 も か け な い人が
多加 のにびっ く り した。
平和
自 衛 官の 大学院入学問題が起った時の と と で あ る 。
薬学部の学生 が反対 し て ， 討論集会を聞い て ， 私 と
経済学部の 大谷 明夫助教授 （ 当時）を講師 と し て呼ん
だo 行 っ て み る と 聴衆の 中 に 右翼が混 っ て いた。 彼の
主張は 富 山大学は画立であ るか ら ， 国のた め に働W て
い る 自 衛官の入学は当然で あ ゐ と い う 。 これに対 し て ，
大谷さ んは現在の 大学は国tのため に設立さ れたの で は
な く ， 平和のため に設立さ れ てい る と 主聾 し て 対抗 し
たので あ る 。 私はその 日 の朝の新聞 に ， 給輿を貰い な
が ら 勉強す る 人 々 が ， 大学院を占め る 現状は不当であ
る と いう意，見を書いていた。
討論会を終 っ て外へ出 た。 右翼が後をつけ て 来 て ，
威圧す る 態度を揖わに示 した。 私はその 時大学祭の記
念講演が聞かれ て いたの で ， 会場tて ま ぎれ込ん で難を
の がれた。 右翼はその後 も 私K対 し て脅迫 し続けι大
学へ脅迫状を送 っ て来た り した。私は と う い う 人達の脅
迫を恐れ なかったが， こ う い う 人達が学圏内を横行ず
る よ う に な る と ， 戦争 に な る と 思った。 と の 時の講演
者は ， 名 古屋大学の坂田昌一先生で あった。 私 が見え
先生の最後の姿で あ っ た。
こ のほか ， 先輩の諸先生 の思い 出 が あ る けれ ど も ，
それ よ り ，富山大学が大学 として発展する 乙 と を祈る
のみ で あ る 。
停年退官を迎えての所感
く 三 つ のプ レ ー ズ＞
大学発足以来三十数年間営 々 と し て 勤めて き た私 に
も よ う や く 停年退官す る 臼がやっ てきた。 こ の時 に あ
たっ て ， 改め て 必 々 と く歳月人を待たず＞ と か ， く光
l塗失の知 し＞な ど の古来の諺を思In浮べ て味わって い
る。 と にか く ， 今 日 ま で長何年月を健康 で ， しか も 大
過を く 勤め終えた と と が で き た こ と は本当K有難いこ
と で あ る 。 な世話陀 在 っ た 多 く の 方 々 に心か ら感謝 し
て い る。
人は誰で も 生涯の中 で多 く の岐路に出合 う も の で あ
ろ う 。 そ し て その分岐点に立たさ れた時K どの よ う K
進路を決め る のか， これは人に よ って千差万別で ある
う しs その人の運命に も 深〈沙諸 〉わって く る こ と に な
ろ う 。 私の場合は大き く 三つの フ レ ーズに 区切 られ る。
教育学部教授 大 津 欽 治
第一の フ レ ー ズは学生 と 軍隊生活で終戦に な り ， 第二
フレー ズは大学勤務の三十数年同で停年を迎え ， 第三
フ レ ーズは人生の停年 ， つま b終点ま でという 材ナである。
そ も そ も 私共年代の者は ， 戦争一色で灰色の よ う な
時代に青年期を過ど した。 満州事変はた しか小学生時
代に起こ り ， 日 本の独善的行為は国際的 K適用 し な く
な り ， 戦火が燃え上 っ た。 すべて の学校K軍事教 育 が
深 く 根をは り ， さ をが ら軍 隊の予備校の よ う に徹底さ
れ た。 当時 ， 師範学校の新率 と し て小学校に勤めた私
に と っ て ， 教 員にあ っ た思典で あ る 兵役制度 の改廃は
大き な衝撃で あった。 かね てか ら ， 音楽学校進学を夢
み な が ら断念 し て いた受験を ， 冒険 と は知 り な が ら 挑
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戦する と と に した。 合格すれ ば三年間徴兵延期 が可能
に な る な ど の恩典 も あ っ た。 そ し て思いがけ�J.合格K
私 の 運命が 大 き く 変 っ た 。 私は上野の杜で音楽の
空気を身体一杯K呼吸 し て勉学に励んだ が ， その年の
暮K 日 米間陀戦端 が開かれ ， 世界大戦が勃発 して し ま
っ た。 私は無事繰上げ卒業 し て ， あ ま り 思w残す こ と
も な く 入営 した。 満州北部の東安 で初年兵教育 を受け，
ハノレピ ン近 く の 阿城で将校教育 を終え ， ソ満国境K近
\Aチヤムスの音l隊に配駒U.dJ. 間 もなく 南 方戦藤K 出 動 し
た。 私の育 っ た 原隊は当時沖縄の陣地K ついていた が ，
殆ん ど全波 した の である。
終戦の翌年私 は 南 方から引揚げ， 復員 して私の母校
富山師範学校に勤め る こ と に な っ た。 それはつわもの
ど も の夢の跡 と 化 した五福の連隊の焼け残 り 跡の兵舎
に設け られ てhた。 当時五福 キャ ンパス K点在する建
物には ， 教育学部 をはじ め ， 附属幼稚園や小 中学校が
輝取 っ た。 軍服に 乗馬用 の草長靴をはい て ， 営 門 な ら
ぬ校 門 を く ぐ っ て通勤する 心境はか な り 複雑 在 も ので
あ っ た。 その直後． 学制の 大改革 が あ っ て新制富山大
学が発足 し ， 教員養成β決学教育 の 中 で行なわれ る よ う
Kま り ， 私 は ， 講日市K任じ られ ， 今 日 K至 ったのである。
く楽 は人 な り ， 音は心な り ＞ と い う 震言 が あ る 。 音
楽教育の意義の原初的研究は正K と込K あ る と い っ て
も 過言ではまい。 音楽や音を通 し て洞察する感覚を ど
の よ う し て 育 成す る か にか〉 っ て く るが ， とれは至難
な 問題で あ る 。 音楽的セ ン ス陀加え ， 教育的 セ ン ス の
育 ち具合 がオーバ ー ラ ップす る と と であ り ， 感性 と 理
性と の融合 K 向か う 人 間的胸冶に及ぶ乙 と では な いだ
ろ う か。
さ て今や国を あげて教育改ー草の実践に向かい臨教審
で も 次第K具体像が描 き はじ め られて き た。 画家百年
の計 は人間教育 に あ る が， 学部長と し ての六年間の任
務を顧みれば これ を 目 ざす も ので あ っ た。 教育 改革の
歴史的 大事業 が漸次遂行され よ う と し て い る 時に退官
を迎えた こ と は誠K感謝深い も の が あ る 。
か く し て ， プィナ ー レに あ たる第三 フ レーズに 向か
つ て ， 私は静かK移行 し てい く わけ で あ る 。 今 ま での
人生 を反省 し ， 回顧 し な が ら ， 自 己を 受容 しま た充実
さ せ てい き たい。 そ し て ， 音楽教育の 向上のた め にい
く らかで も ，役立つに は知何陀 あ るべ き かな ど を考え
て ， と れからの 日 々 を過どして い き た い と 思 っ て加 る 。
終 り に ， 我が富山大学がい よ い よ 充実発展 して ， 霊
峰立山の姿の よ う に 北陸の地陀聾え立って い く ζ と を
念頗 し てや ま な い次 第で あ る。
退 官 に 際 し て
奈良には，春 日 野の野守が我が姿を映 した水鏡に 因
ん で「野守の鏡J と 名付けた銘菓が あ り ま した が ， 学
生の頃飛火野 の あた り の水辺K立って ， 物語や古歌の
その名 を ゆか し く 偲Vvだ も ので どざい ま したoあれか
ら幾星霜を経て ， 何時か髪K も 霜を\Aただ き ， い よ い
よ 停年の 日 を迎えゐ こ と と な り ま した。 過ぎ去 っ た年
月 と 我が身を 水鏡に映せば様 々 の感慨 が胸 中 を去来い
た し ま す。
何 よ り も 先ず ， 若 く 未熟で あ D ま した私K対 し ， 退
官の今 日 ま で陰に陽に温かい御指 導 ， 御援助を賜わ り
ま した既に御退官な さ れ ま した先輩の諸先生， な ら び
に 同僚の先生方に心か ら深謝申 し上げ ま す O
思えば ， 太平洋戦争勃発の昭和］ 6 年奈良女子高等
師範学校 （ 現奈良女子大学 ） を卒業 ， 長岡 女子師範学
校 （ 現新潟大学教育学部 ） ， 富山師範学校等を経 て 富
山大学K奉職 ， 現在に 至 る ま でも4 年余を教育学部ひ
教育 学部教授 加 藤 寿美子
と すじに ひたす ら教育 と研究の道を 歩 い て参 り ま した。
過ぎ去 っ た長い歳月 も ， 部郡の枕に臥 した盛生の夢の
よ う に ， 一炊の聞に走 り 去 っ た よ う K思われ ま す。
昭和1 9 年か ら の学徒 動 員 ， 20 年の富 山市大空襲
によ る 校舎焼失 ， 終戦，そ し て 不二越 （ 鋼材 ） 寮の仮
校舎か ら西団地方校舎 （ 現 南 部 中 学校 ） や五般校舎
（ 現附属中学校 ） へのた び重な る移転等戦後の混迷の
中 を学生と 手を携え て歩み，幾多 の変遷の 後 ， 昭和初
年 ， 富 山歩兵第 3 5 聯隊跡、に富山大学 と し て新 し く 発
足する こ と と な り ま した。 他学部に先がけ て先ず教育
学部が移転 し ま した が ， 当初 は教室や研究室は富 山県
か ら建造 し て いただいた一部の校舎以外はすべ て旧兵
舎や焼失を免れ た建造物が改造されあ て られ ま し た。
実験室を 始 め実験施設． 実験器具 ， 函書等殆ん ど 皆無
に等 しW状態の 中 K ， 教官 も 学生 も 一体となって創意
・ 工夫を重ね努力 した様に 思われ ま す。 凍て付 く よ う
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な 寒夜， 旧聯珠建物の が らん と した広IA空間を古びた
本箱で囲 っ ただけの研究室で ， 炭火で暖を と り な が ら
研究に没頭 し てw られ た今は亡 き T先 生の真塾 な 白衣
姿が脳裏K浮かびます。 長い会議の あ と ， 日 は既に落
ち ， t三 々 と 茂 る 夏草を分けて正門へ と 急ぐ と ， 月 見草
の淡 く 浮ぶ 中 に虫がすだ き 兵 ど も の夢の跡、を想起 さ せ
ま した が， 今 はあの あた り 一帯Kは 各学部の建物が整
然 と 立並び， 念願の工学部の 五福移転 も 終わ り ， 道路
氏 は通勤 ， 通学の車。将哲夫 しと 並んで辛子タます。 昔 日 D面
影を と どめる の は旧本部前 の桜の古木の み で しょ う か。
fJJl 
せぬ な ら では手立 な き ほ ど の大事を老後にせん こ と ，
初心 に て は な しゃ ， と の世阿弥の筆跡、を 心K染める よ
う な 念いで． セ ン タ 一関所式までの一年間 ， 教育学部
第一棟三i帯の一室で過 どす こ と に な っ た。 そ こ は四十
年以上 も 前の 大学時代の回想と新 しh 自 己措定への空
間 で あ っ た。
西 田 幾太郎先生 が ， 山内得立 ， 植 田寿蔵 ， 久松真ー
の三師 を 「洛西 の三狐狸 」 と 呼ばれた。 その山内先生
は久松先生を情強の人， 植田先生を 強情 在 仁 と 後年の
講演で評 され た。 私 に と っ て 山内先生は丁寧の 師 で あ
る 。
そ う 加えば ， 田辺， 植田 ， 西谷， 久松先生の ， 身K
付いた和服姿で の御講義が懐 しい。 勿論着流 しでは な
く ， 敬慕の情が学道者の重〈鋭w機鋒に触れ て畏敬 に
急転す る 瞬時 も 少 な く なか った。 倉沢行洋氏 も 久松先
生か ら ， いい よ う の な い機鋒ショック を受けた ら しい。
乙の こ と で ， 遣うる 先生か ら倉沢君は よ き師 を も っ て幸
せ ですね ， またそ う い う 風陀遇 し得る 弟子を も っ師 も
仕合せですね， と いわれ納得す る と ころがあ っ た 由 で
あ る 。 久松先生は私 が教育 学の普通講義を受けた木村
素衛先生 と も 親交が あ っ た。 こ のか二人医共通し てい
え る の は ， 悟性の学を考究 し を が ら ， 常 に表現を契機
と す る 人 間形成の実践に迄突 き 抜け切る と と で あ っ た
と 思 う 。 久松先生の場合は東洋的無 と か無相の自 己vc,
木村先生ではその著「 自 覚的自 己形成J vc結晶 した。
教育界K身を重いた私は次第に木村先生か ら無意識の
う ちに深大 な 影響を受け て い た と と ， それ が私。生涯
の伴侶 と も な っ て いた こ と に気付〈。
教育研究 が被教育 者のへ同形成に あ る 以上， 論理 と
年 を追 っ て各研究施設・設備等の充実は 目 覚ま しい も
の が あ り ， 新進の 若い先生方 も 次 々 と 着任 さ れ ， 学内
は新 しい，息吹 と 活 気K満ち あふれ て い る感 が1ハた しま
し て ， 誠に心強い眼 り で どざい ま すO
停年 と い う 人生の一つの節 目 に際 し， 参同契の 中 の
「光陰虚 し く 度 る 乙 と 莫れ 」 を 自 戒の言葉 と し てまい
り たい と 念 じ て な り ま す。
長い間辛子世話vc 1-k り ま した皆々 様に重ね て厚〈御礼
申 し上げま す と 共vc＇ 今後の富山大学の 御隆盛 を衷心
よ り な祈 り 申 し上 げま す O
狸
教育学部附属教育実践研究指導 セ ン タ ー長
教育学部教授 屋 敷 平 州
言葉の専門的考究 を通 して ， 被教育者 が形成すべ き 主
体 を向 こ う 側の も の と し て理解すの で は な く ， 彼等自
ら の 側の も のとす る こ と乙そ， 木村先生の主題 で あ っ
た。 こん な 回想を し な が ら ， 大学になけ る学問の在 り
方 ， カ リ キ ュ ラ ムの影響力の大 き さ を再認識 し ， 及ば
ぬ 在 が ら ， 老後の初心の 核を矢張 り こ の主題に置と う
と 愚考 したのであ った。
自 己を 外 に向け て表現 し ， それ に よ って実証的 に 自
己を変革 し て いくの が 自 覚的 自 己形成の実践過程で あ
る と すれ ば ， あ る 意味でデ ュ ー イ の 習慣の再構成 に も
通ず る 。 習慣は ， 獲得さ れ ， それま り の知性 ， 意志性 ，
技術性 を も ち ， あ る種の情感 を 伴 う 。高度技術文 明 の
な か で育 っ た人 々 を教育する場合 ， 習慣の技術性 と ニ
ュ ー メディアの 技術性 を関連づけずには済まぬ だろ う 。
同時に乙れ らの新技術 が知性 ， 意志性，情感 を含む 自
覚的 自 己形成の主体を被教育者の主体 と せねば ， 技術
性の意味 を 教育の場では失 う と と に な ろ う 。
実は こ んな乙 と を考え て い る う ち に四年が去 っ て い
た の で あ る 。 幸い に も 大沢，野村教育学部長 ， セ ン タ
ー運営委員 ， その他の 方 々 の 御理解と支援の も と ， 優
れた先端的研究者で教育的 セ ン ス に恵まれた セ ン タ ー
専任の 山西 助教授K よ る 機器構築 ， ソ フ ト作成に教育
実践研究 と 大部 分の仕事を進め て頂 く と と が 出来たo
私の劣機 を な知 り に な り な が ら 紳士的に遇 じ て く だ
さ り ， 暗黙の鞭撞を賜 わ っ た学部， 大学の皆様陀感謝
で去る幸運を何を いえば よ いの だろ う か。
西 田 幾太郎先生は ， 盛ん な 討議 と 何気 な い礼譲で話
題にま っ た 「 三孤狸 」 は「 こ の どろ ど う し て い る か 」
な ど 申 さ れたそうで あ る が ， 教育学部の三孤狸は ど な
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たであ る かは知 ら 在い。 時が短か過ぎた私の判断出来
る と ころでは な い。 短か過ぎる と いえば ， 故大塚恵一
先生の 大学人 と し ての生涯で あ り ， 痛恨限 り な い。
あれを思い 乙れ を想えば，教育学部の諸先生方は ，
かの三孤狸然たる忘れ難い人 々 で あ る 。 そ し て想像 を
遁 しゅ う す る 。 あ る 日 ，突加 と し て教育学部の先生方
が和服姿で御講義 をまさ っ た ら ， どん な情景に な る だ
ろ う か ， 学生の反応はど う で あろ う か と O
往今倒錯 ， 御寛 容を 頗い ， 富山大学の栄光を祈!J , 
摘筆O
停年退官を前にしての雑感
20年の歳月 にわたる工学部の五福 キ ャ ン パスへの移
転統合の種 々 の堆移につい て は， 移転特集号で柳田学
長 ， 大井学長， 理学部同窓会長 な ど 多 く の 方 々 が述べ
られ て い ま すの で ， 私は先ず工学部の旧校舎や研究の
事 な どKつい て 思いつ く ま ま に書 き 連ね てみ ま す。
昭和初年の 4 月 に桜 ， 公孫樹 ， ポプ ラ ， 松， ヒ マ ラ
ヤ杉 ， すずかけ を どの美 し い並木’Dあ る 富山大学工学
部に就任 し ま した。
校舎の裏の通称ポ ン ポ ン山K は野兎が長閑かに遊ん
でいた り ， 2m近い長さ の蛇が悠々 と 蛇行 し て い る光
景 も 度 々 見受け ま した0・また秋 が過ぎて冬に な る 頃 に
小猫位の大 き い鼠 が板の隙聞か ら実験室K飛び込んで
き た り ， 実験棚の引出 し を 開け る と 生れたばか り の子
鼠が 8 匹ほ ど動い て い る の に は驚き ま した。 校舎の屋
根裏に巣 があ っ た のか， 多 く の鳩がわ が も の顔医大空
を 飛 び回 っ てい ま した が思わぬ被害 を受けた こ と も あ
り ま した。
階段教室の あ った 大講義室の黒板が当時 と し て は 大
変良 く 出来て い て ， 大勢の学生諸君 を 前 に し て極めて
能率的K講義 が 出来た 乙 と な ど も 懐し〈思い出されま す。
金属工学科の初期の頃は実験設備 も 決し て満足 在 も
のではな く ， 学生諸君 と 一緒K手作 り の装置で実験を
続け ま した。 高価で入 手が困難 在 装置 を 必要 と する 場
合に は ， 高岡周辺の工場に な願い して夏休みK共同研
究 を さ せて頂き ま した。
昭和29 年頃 よ り 文部省の科学研究 費 が交付さ れ る よ
う にま っ てか ら ， 比較的高価 な設備 を 購入す る 場合 に
は ， 学会 出張の帰途 な ど に製造現場氏出 向 き ， 少 く と
も1 5 年位は使用 で き る装置を選ぶ よ う に し ま した。 57
年迄鉄治金学講座の教官 が互に晶力 して ， 11 回の各種
の科学研究費 と 教育方法等改善経費 と で購入 した設備
を 遠慮念〈御使用 く ださ っ て ， 立派 な研究業績を あげ
工学部教授 池 田 正 夫
られ る と と を 心か ら願 っ てい ま す。
高岡 K長年住みまれた者には ， 五福地区の教室の高
さ がや〉低い よ う な 気 が し ま す。 高層建築で あ っ て も
金属系企教室 と 共通系の 2教室計 6 教室 を 作 る と ， 各
教室の高き がや〉低 く な るのは止むを得 ないので しょ う O
建築工学の施工法 K関する 基礎知識 が幾分不足 在 自
分 K も ， 機械 ， 金属共通系 ， 化学， 電気 の各系列の ツ
ート ン カ ラ ーの校舎の レ イ ア ウ ト が さ す が に素晴 しい
こ と が良 く わか り ま す。
鉄治金学講座は59年 7 月 初 日 ；か ら 8 月 8 日 ，• 8月 1 3
日 か ら 8 月 初 日 の 2固にわた っ て 五福の新校舎に移転
し ま した。 9 月 中匂頃に一段落 してか ら気付いた点は
旧校舎 と 違 っ て建物の振動が 少〈化学天秤は勿論高感
度の精密 左 測定に も 好都合で ， 校舎内 が清潔で密閉で
き る ために暖w 乙 と です。 やh難点を あげる と 予想K
反 した位置に配管 ， ガス管 な ど が あ り ， 室内 のレイア
ウ ト の再検討を必要 と す る こ と です。
59 年11月 10 日 か ら 高岡 地区の建物 を 取 り 壊す と の連
絡を受け ま したの で ， 前 日 の 9 日 K校舎の写真 を 撮 る
ため に駆けつけ ま した。 とれは私に と っ て当時の建物
を偲ぶ貴重 な 資料Kま り ま した。
60年ll月 に 富山大学工学部同窓会から階段教室の大
染を木材 と した花器を 記念品 と し て頂き ま した。 乙 れ
は非常に名案で と の教室 を度 々 使用 した者に と っ ては
本当に 良い思 い 出 に な り ま す。 末な が く 大切に使用 さ
せて頂き ま す。
終 り に高岡時代か ら今 日まで金属工学科の諸先生始
め ， 工学部各学科の先生方の御援助に よ っ て ， 大過 な
く 勤務で き ま した こ と を 衷心 よ り 感謝致 し ま す と 共 に
富山大学の今後一層。御発展を祈 り 拙摘を柊 らぜて頂
き ま す。
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表題の字は 「 み ち 」と読 ま ぜる。 筆者の 小学生時代
（ 昭和初期 ） の学級文集の題字で あ る 。
「 み ちJ vc対し ては通常「道」「路J な どの当て字
が用い られて ＼／）＇るO 「 道 」 は一瞥した処完全補装さ れ
て華やか で ， ま た何処へで も 行 く こ とが容易 にで き そ
うな ， したが っ て犬抵の人・事 ・ 吻が往来するみちで
あ る 。 唯し ， 清廉の事 ・ 物の通るみち（公道｝は稀に
しかな く ， 曲学阿世の従 が我が物顔で ま か り 通 る 諸道
や鬼道 （ 権道 ） が 多 く見受け られる。
「 路 」 は一応の整備が行われ， 「 道J vc昇格して も
ら う こ と に一 日 千秋D思い でいるみちであるが， 袋小
路と 在 る 運命 も 皆無ではな い。
駿
工学部教授 風 巻 恒 司
「 践」は人跡 も 定か では な く ， 心細ハ娘 り のみちで
はある が ， 反面， 清 自 在 意志を も ったみちであ る 。
加わば 人のみち（公道 ｝ の源流 である。
しかし ， こ の みちを真塾に 育 成し， 次第に 広 く して
公道 と な すこと は ， 口でい う ほ ど 容 易 で は な
\/) 。
権道を摺 歩 する顕官 （ 及び とれ に阿課 する輩 ） は，
これを贈魅期鱈｛ちみもうりょラ）の類の抱く妄想、と
片付けて一顧だにしないにちがいなし、。
「藤 」 を 歩 い て行 き た い と願 う 者 は，幼児期を脱
切れ な い愚者かもしれ な い。
「アメリカで感 じた こと」
ボスト ン か ら カ ギ形に 大西洋に突 き 出 したク ープ コ
ッ ド を ど存知だろ う か。 抜ける よ うな青空。 国立海岸
として保護の行 き 届wた砂浜。 そし て林の中氏点在す
る別荘。 入江にはヨット が浮かぶ。 ウ ッズホーノレはケ
ープ コ ッ ドの南 端に あ り ， 富山大学 よ り 狭い所 K ， 海
洋生物学 ， 海洋学 ， 水産気象庁 な ど の研究所 がひしめ
き 合 っ ている。 1 888 年創設の海洋生吻学研究所は， 帝
国大学 （ 東大の前身 ） に奉職後帰国したホイ ット マ ン
が初代所長を 務めた事か ら ， 日 本人との因縁が深い。
天皇陛下 も御訪米の際陀， た っ て の希望で訪問さ れて
νzる 。
1 昨年か ら昨年 にかけて 1 年半の 間 ， こ の海洋生物
学研究所で働いた。 長年M IT K 滞在し，多 く の 日 本
人研究者を世話して来た友人か ら ， 35 才 が限度だと聞
い て wた。 これ以上年を取ると， 生活 の変化に適応で
き な く をる とい う 。 旧知のハロシ博士か ら招へlパ状を
も ら っ てか らは， 矢 も た て も た ま らず渡米 した0 35 才
も 後半の頃だ っ た。
家と車探しは， 唯 も が先づ経験す る 試練だ が ， 日 常
生活や仕事の上で言葉の障害はやは り 大 き いo 電話は
工学部講師 袋 谷 賢
古口
特に気が重加。 習慣 も ， さ さ い な と とで勝手が違 う 。
スト レ ス がだんだんた ま っ て く る 。
子供は も っ と大変だ。 小学校へ放 り 込ま れた 5 才に
な る 長男は， 聞 き 取 る こ と も 話す こ と も でき な い。何
故 こ んな 所に連れ て来 られたのか も 良〈分 ら な い。 目
尻 がだんだんつ り 上 が り ， 顔付 が変って く る 。
初めの内は ， 生活 ． 仕事， 家族の面倒 な ど ， 緊張 と
イ ラ イ ラ の連続だ。 成程 35 才迄とい う の も 良 く 分 って
き た。
しゃべる 方だけでは な w。 彼らは 1 週間 も あれば論
文を書い てしま う 。 同僚で英国出身の リ チ ヤー ド が机
に 向 w論文を書いてい る 。 「君達は怖い な あo J 私 が
言 っ た。 「何が？」 リ チ ヤー ドが聞 く 。 「 いや ， 英語
が母国語の人はいい よ o 日 本人はハ ン デ が大 き く て 。 」
私が言 う と ， リ テ ヤー ドは当然だ と い う 顔付で， 「 サ
イ エ ンスはヨ ーロッパ人が作っ てきた。 と り わけ， 英
国人の貢献 が大 き \Ao 日 本はその頃， 国 を閉ざし て何
を し て いたのかね。 」 。 恨むな ら先祖を恨め と い う こ
とか。 乙れKは一言 も 無\Ao
東部のアメ リ カ 人は， 日 本いやアジアの こ とをほ と
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んど知 ら な い。 若何人 はベ ト ナム の こ と を 少 し知 っ て
い るだけで あ る 。 しか し，私の出 合 っ た年輩のアメ リ
カ 人遥Kは，占領時 に日本へ行 っ た人 が30%近 く いたo
しか し ， 当時の 日 本は今 と は違 う 。 あ の 貧 しい 日 本が
ハイテ ク製品で米国に優る と は理解でき な い し． 理解
した く も な い ら しい。 伺か悪い事 を や っ て い る K違い
な い と い う 気持ちの所へ ， 新聞が ， 「 日 本企業ダン ピ
ングを 認 める 」 を ど と 報 じ る と ， ヤッパ リ と 考 え る 。
日 本企業は ， 裁判で長引く よ りもあ っきり認め て和解
金を払w ， 他の製品で も う けた方が得 と の判断だろ う
が ， とれ は全 く 逆効果で あ る 。
アメ リ カ は豊か な園だ。 ガソリン ， 電気， ガス ， 農
畜産物は大旨 日 本での半額だ。 米 も 例外では な い。 産
地の カ リ フ ォ ルニアでは 1/3 と も 聞いた。 米の 自 由 イじ。
これだけは 日 本は飲 め な い。 飲 め ば 日 本の農村が崩壊
す る 。 自 由 と 科学 を旗じる し と す る アメリ カ 人 にと っ
特定研究
て ， ハイ テク製品は 日 本人の米陀対す る 意識に通 じ る
所が あ る。
研究所で見え中 国人留学生達の態度は真剣で ， 必死
に学び取ろ う と 意欲に燃え て�た。都会の店では韓国
人の進 出 が 目 を 見は った。 新規開店の寿司パ ー ， 日 本
レ ス ト ラ ン の経営者 は大抵韓国人だ。 かつて 日 本人 が
歩凶 て来た道を ， 他 のア ジア人 がひた走 っ て〈 る 。 1
億総 中流意識の 中 で ， ど こ か気 の抜けた 中 金持 ， 日 本
人O観光地にあふれ る 日 本人は と て も ど う ま んK見え
た。 アメ リ カ では ， 貿易赤字を き っ かけに 日 本人に対
ナ る風当りが急医強〈在 っ た。 日 本の将来法大丈夫在
のだろ う か。 アメ リ カか ら 日 本を 見 る と 実に心細い思
怖が した。
資源の無い 日 本は貿 易 で しかや っ て行けない。 学生
諸君O国際的視野 を広 め て欲 しい。で き れば外置で生
活 し てみ て欲 しい。 と く に若い う ち に。
湿式造粒法による石炭・水スラリーの濃縮
二度にわたる石油危機以後の相次ぐ石油価格の上昇
は ， 我国の産業界K省エ ネ ノレ ギ ーイヒ と エ ネ ル ギ ー 源の
多様化 を緊急医迫 る こ と に な っ た。 省 エネル ギ ー化は
これ ま で徹底 し て 行われ，現在では世界的に も 石 油は
過剰供給状 態であ り ， 石油価格の下落 と いった現象さ
え見 られ る 。 しか し ， まF よ そ エ ネ ノレ ギ ー資 源 と い う も
の に縁の薄い我固に ないては ， 一つのエ ネ ノレ ギ ー 源氏
頼 り 過ぎるのは危険であ り ， 長期的 には石油はいつ高
勝するかわか らず ， 戦争や枯渇に よ り入手 で き な く な
る事態も 十分に予想で き る 。 こ の よ う な 危倶か ら ， 現
在， 様 々 を 分野で石油以外の エ ネ ノレ ギ ー 源利用 の研究
が活発 に進め ら れ て い る 。 そ の 中 で も 石炭 は ， 最も 安
定か つ長期的に 利用 で き る資源、であ る。 全 世界の技術
的・経済的 に採取可能 な 実収炭量は 6600億t と いわれ ，
現在のベ ー ス で消費すれば ， それは 2 5 0年分 に相当す
る 量 で あ る 。 ま た石炭は ， 我国K存在す る 数少 な い エ
ネ ノレ ギ ー資 源 で も あり ， その実収炭 量は32 億t と いわ
れ て い る 。
現在行われ て い る石炭エネルギ－�附繍の関知立，一口
で言え出石炭¢杭体化である。す な わ ち ， 石炭の ガス化，
液化 ， スラ リ ー 化（石炭粉末を液体に浮遊さ せ流動化
す る 方法） な ど で あ る 。 筆者 らの研究対象で あ る 石炭
工学部助手 高 瀬 均
－水スラ リ ー は ， 石炭・石油混合燃料（C O M）やメ
タ コ ーノレ（メタ ノ ーノレ と石炭のス ラ リ ー ） など と と も に，スラ
リ ー イヒに よ る石炭エネル ギ一利用技術の一つで あ る 。 石
炭は「輸送に始 ま り ， 輸送K終る 」 と 言われ るほど ，
その価格に占める輸送費の割・合が高加。とれに対し，
石炭 ・ 水ス ラ リ ーの利用 は ， 石炭輸送を従来の 貨車や
ト ラ ックに よ る も のか ら ， コーノレセ ン タ ー と 末端ユ ー
ザ ーを結ぶパイ プラ イ ン 輸送K転換さ せ ， 石炭価格の
低下 と 輸送の高速化を 可能に す る と 考え られ る 。 石炭
・7J<eスラ リ ベD長距離ノ£イ プライ ユ輸送 自 体は ， 既に1970年
Kアメ リ カ のブラ ックメサ(!C:j:,� て，長 さ 晶39 Kmの ノミ
イ プ ラ イ ン を使つ て の スラ リ ー 輸送に 沿い て成功を収
め て い る 。 しか し ， その 後乙の輸送技術が広 く 世界で
使われτいるか と w う と ， 現在の と ころ試験 プ ラ ン ト
段階以上の も の は あ ま り 見 られ な い。 と の 最も 大 き な
原因D-坊主 ， スラ リ ー輸送後の脱水に よ る石炭 の濃縮技術
が確立さ れ て い な か っ たため で あ る 。 エ ネ ル ギ ー 源 と
し て の石炭は最終的 K は燃焼さ れ る が ， 高い含水率は
燃焼効率 を下げ，燃焼装置の 必要容積を増大さ せる 。
石炭 ・ 水スラ リ ー 中 の石炭 は ， 数µm-必00ρm程度 ま で
の粒度分布を 持つ微粉炭 であ り ， こ れ をF過機 な どに
よ る 機械的脱水を 行 っ て も ， 含水率はせWぜ＇.／＇＼ 30% 程
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度ま で しか下 が ら 左 w 。
筆者 ら の本研究は ． 乙 の石炭の濃縮操作 に湿式造粒
法を適用 し て ， 含水率 を とれ以下の 値ま で低下 さ せ よ
う と する も ので あ る 。 ま た ， 筆者 ら の用いた 「 選択的」
湿式造粒法で は ， 造粒さ せる 際に用 いる架橋剤 と ス ラ
リ ー 中の分散粒子 と の親和性の違Zの に よ り ， 有用 な 石
炭可燃成 分 と 不用 な 灰分 ， 硫黄分 を ， 造粒操作 を利用
し て 分離 で き る と い う 優れた長所を有 し て い る 。 灰分
は石炭 中 に数 % ～15 % 程度含 ま れ る 不燃成分 で ， 各ユ
ー ザ ーは 石炭 燃焼後 に装置内 に残留 す る 灰 分の 処置に
頭 を痛め て 加 る の が現状で あ る 。 そ 乙 で ， 石炭の供給
源 で あ る コ ー ノレ セ ン タ ー な ど に ない て ， 湿式造粒法に
よ り 一括 し て石炭 中の灰分 を除去すれば ， 各 ユ ー ザ ー
ど と K よ る灰 分処理方式K比べて かかる費用は軽戚さ
れ る と 考え られ る。 ま た ， 備黄分の除去は ， 脱 硫 装
置 を 不要の も の と す る こ と がで き る。
こ と で ， 本研究 に ない て採用 さ れ た選択的湿式造粒
法Kつ・ρ て若干説 明 したい。 「 造粒 」 と い う 語は ，
Ne w i t t k よ れば 「 粒状 ， 塊状 あ る いは溶液 と な っ
て い る 原料 を用い ， ほほ均一 な 形状 と 大 き さ を も っ粒
子を作 り 出 す操作 J と 定義さ れ る 。 「 選択的湿式造粒
法 」 は ， 液中＇＇（ 懸濁 し てい る 種 々 の徴粒子を ， 特殊 な
架橋剤の添加 に よ り ， 特定の成分の み を選択的 K造粒
さ せ る方法で あ る 。 筆者 らの研究に 乙れ を あ て は めれ
ば ， 石炭 ・ 水 ス ラ リ ー （ 灰 分 な ど の不用成 分 を 含む ）
中 K ， 水K不溶性の 第 2 の液体 ， す ま わ ち架橋剤 を少
量添加 し て ス ラ リ ー を捜梓ず る こ と に よ り ， 架橋剤 と
分散粒子 と の親和性の違いに よ り ， 石炭可燃成分のみ
を選択的 に造粒 し ， 他の不用成 分は水中 にその ま ま 残
留 さ せる と い う こ と 陀 在 る 。 造粒さ れた石炭粒子は粒
径が大 き く な っ て い る こ と か ら ， ア ノレ イ を ど に よ り 簡
単K ス ラ リ ー か ら 分離 す る と と がで き る 。 ま た ， その
造粒粒子の含水率 は ， 1 5 % 程度 ま では容易に下がる 乙
と を 本研究にない て 確認 し て い る 。
こ こ し 8 年の 石炭 ・ 水ス ラ リ ー に 関する技術開発
は ， 主 Kス ラ リ ー 中 の石炭 の高濃度化に向け られ て な
り ， 既 に最高70% 程度の高濃度石炭 ・ 水 ス ラ リ ー も 得
られ て W る 。 そ し て ， こ の 高濃度石炭 ・ 水ス ラ リ ー を
直 接 ボ イ ラ ー な ど で燃焼さ せ よ う と す る 研究 も 何例か
報告さ れ て い る 。 しか し ， 依然 と し て 30婦 の 水 分 が残
さ れ て b り ， 高 濃度ス ラ リ ー の直接燃焼試験 に ない て
も ， そ の燃焼効率の低き が指摘さ れ て い る 。 一方 ， 灰
分除去 に関 し て は ， 全 く 解決策が示さ れ て い な い 。 筆
者 らは ， 今後 こ の よ う 在 高濃度石炭 ・ 水 ス ラ リ ー を 利
用 した プ ロ セ ス に 対 し て も ， 選択的湿式造粒法 を適用
し ， 石炭濃縮及 び灰分除去Kつw てキ揺す したい と 考 え
て ’n る 。
な な本研究は ， 化学工学科 ・ 杉本益規教授 （ 粒子特
性及び造粒機構の解析 を 分担 ） と 筆者 （ 石炭 ・ 水ス ラ
リ ー の造粒 ・ 濃縮実験及び解析を分担 ） と の共 同 で進
め られ て い る 。
昭和6 0 年度公開講座 を 終 え て
昭和 6 0 年度富 山 大学公開講座は ， 全学的 な も の と
し て ， （1）健康ス ポ ー ツ 教室 (2) 2 1 世紀に 向か つ て教
育を考える (3）現代史 K学ぶ （ その 2 ) (4）富 山 の雪
を考え る の 4 つが企画 さ れ ， ま ず ま ず の成果を なさ め
た と 思 う 。 以下簡単に と の経緯 を振 り 返 っ て み よ う 。
(1） 健康ス ポ ー ツ 教室 教育学 部の河野信弘先生
がオ ー ガ ナ イ ザ ー で ，
( i）硬 式テ ニ ス s : 2ト 8 ； 加 参加者26名 （ 2 4:名）
怜バ ド ミ ン ト ン 9 : 1ド 9 : 25 5名 （ 5名）
｛凶 ジ ョ ギ ン グ 9 ： 日 吐o : 4 11名 （ 6.名）
の 3 コ ー ス を実施 し て いただいた。 （ ） 内 は 7 割以上
公開講座委員長
土ロ
回 ！願 作
出席で修了証書 を差上げた人数で あ る が ， 熱心 な参加
者 が定着 して来た様 が う か がえ る も の であ っ た。
(2) 2 1 世紀 に 向 か つ て教育 を考え る 。
9 : 1 8 働～ 1 0 : 1 1� の1 0 日 間 ， 1 8 : 0 ト2 0 : 0 0 教
育 学部の相馬恒雄先生 がオ ー ガ ナ イ ザ ー で
1. I 学歴社会か ら 学習社会へ
①学歴社会 について 山野井敦徳 （ 教育 学部 ）
2. ③現代青少年の 意識 と 問題行動 （ 登校拒否 ・ 非
行 を ど ） 塚野 州 一 （ 教育学部 ）
3. ③学 習社会の展開 山野井敦徳 （ 教育 学 部 ）
4. E文化 と 教育
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①文化 と 教育 観山 雪陽 （ 教養部 ）
5 ②教育 と 文化 大塚 恵一 （ 教育学部 ）
6 ③技術 と 教育 吉 田 ！｜買作 （ 工学部 ）
7 ④教育 と 技術 宮 崎 州弘 （ 教育学部 ）
8 ⑤ 自 由 と 教育 武井 勲 （ 経済学部 ）
9 ⑥教育改革つ展望 屋敷 乎州 （ 教育学部 ）
i o  m教育 を考え る シ ン ポ ジ ュ ウ ム
座長 屋敷 平州
と い っ た カ リ キ ュ ラ ム で実施さ れた。 国際青年年 と い
う と と と ， 教育の テ ー マは関心が高 ＼（＼ と い う と と も あ
っ てか ， 私 も 1 駒の講義を受持 っ た が聴講者の熱気が
感ぜ られ る 講座で あ っ たo 参加者25 名 （ 14名 ） 0 
な な講師峰の 中核であ っ た大塚恵一先生 が こ の講座
の終 了 を 見 る ζ と な く 急逝さ れ た。 謹 しんで哀悼の意
を表す る 次 第 で あ る。
（効 現代史 に学ぶ （ その 2 ) 
私がオ ー ガ ナ イ ザ ー を つ と め て ， 1 0. 1 8 �～11. 9国
の 10 日 間 ， 次の よ う な カ リ キ ュ ラ ム で実指 したo
1. 胡麻の 現代 史 小林 貞作 （ 理学 部 ）
2. 自 由社会 と 労働法 小 島 典明 （ 経済学部 ）
3. 正義論。 系譜 と 現代的正義
駒城 鎮ー （ 教養 部 ）
4. 中 国 の現代文学史 三 者 政美 （ 人文学部 ）
5. 材料科学に おサナ る 最近の進 疹
大岡 耕之 （ 工学 部 ）
6. 過去 1 0 0年間K発生 した集団 ヒ ス テ リ ー に
つtハ て 中村 剛 （ 保管理 セ ）
7. 日 本人 と 衣服 松川 三郎 （ 教育学部 ）
8. 磁性の現代史 佐藤 清雄 （ 理学部 ）
9. 日本経済の 現代史 佐藤 良一 （ 経営短 大 ）
10. 生活 Kなけ る 省 エ ネ ノレ ギ ー 技術の動 向
宮 下 尚 （ 工学部 ）
参加者30名 （ 18 名 ｝ で ， 常時 ？ 割程度の 出席率で講
義 が終 っ た後での質疑討論 も 活発 で あ っ た。
（も） 富 山 の 雪 を考 え る
教養 部‘D藤 井昭二先生 が 2 年越 しに暖めて来 られた
企画 で ， 10. 22�司～ 12. lOW の 15 日 間 ， オ ー ガ ナ イ ザ 一
同先生がつ と め られ ． 次 の よ う な カ リ キ ュ ラ ム で実施
さ れた も の で あ っ た 。
1. 北陸の雪 藤井 昭二 （ 教 養部 ）
2. 雪の性質（1） 雪の利用 ， 活用の展望
対馬 勝年 （ 理学部 ）
3. 雪の性質（2) ス キ ー ・ ス ケ ー ト は何故すべる か
対馬 勝年 （ 理学部 ）
4. 在 だれ（1) 中 川 正之 （ 理学部 ）
5. な だれ（2) ！ ｜ ｜ 田 邦夫 ｛ 理学部 ）
6. 公開実験 （ 於 ： 富 山 大学 ） 中 川 ， 対馬 ， J I I 田
7. 南 極。雪氷 川 田 邦夫 （ 理学部 ）
8. 雪の化学 水谷 義彦 （ 理学部 ）
9. 雪 と 植物 小島 覚 （ 教養 部 ）
10. 企業の雪対策 多 々 静夫 （ 工学部 ）
11. 地域社会の変化 と 雪対策
中藤 康俊 （ 経済学部 ）
12. 雪国になける街づ く り 実 清隆 （ 教育学部 ）
13. 雪 と 条例 萩野 総 （ 経済学部 ）
14. 富 山 の都市構造 と 「 克雪 」 政策
桂木 健次 （ 教養部 ）
15. 雪Kつ い て の 懇談会 座長 藤井昭二
参加者25名 （ 13 名 ） で ， 時宜K適 し た テ ー マ で も あ
っ たの で熱心 な 受講生が 多沙諸 っ た と 聞w て h ゐ。
全学的 な公 開講座につい て は以上の通 り で あ る が，
と の外K教育学部が下記の公開講座を実施 した。
名 称 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の教育利用
( L O G  O を 学ぶ ）
期間 8. 2 6 ～ 8. 2 8 1 5 h r  講師 山西潤ー
受講者 4 4 名 （ 4 4 名 ）
総括すれば以上 5 つ の公開講座の受講参加者を 合計
し て 1 6 6 名 ， 7 割以上の聴講率 で修7証書 を 発行 し た
の が ， 計 1 24名 ， ま ずは盛会裡附 咋度の公 開講座を
終え る こ と が 出来た と喜んで加 る 次第で あ る。
× × × × × × 学生部 だ よ り × × × × × ×
圏 在来生合宿研修 に つ い て
本年度の ス キ ー講 習会は ， 1 月 7 日 か ら13 日 ま で の
1 週間 にわた り ， 1 2 3 名の学生が参加 し ， 1 1 名 の
指導教官の も と に志賀 高 原 ブ ナ 平ス キ ー 場 を 中 心 と し
て行われた。 今 回は ， 積雪 も 多 く 比較的晴天に患 ま れ
初 日 か ら絶好の コ ン デ ィ シ ョ ン の も と での講習会 と な
り ， 多 大の成果 を あ げ無事終了す る こ と が で き ま した。
これ も ひ と えに指導い ただいた諸先生方並びに体育会
の学生諸君の なかげ と 深 く 感謝いえ し ま す。
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在 来 生 合 宿 研 修 を 終 え て
ス キ ー 講 習会実行委員長 井 川 忠 司
本年度ス キ ー 講 習会は例年通 り 1 月 7 日 か ら 1 3 日 ま
での 6 泊 7 日 で行 い ま した。 参加総人数 は ， 1 2 3 名
と 前 回 よ り 若干戚 り ま し た が ， 参加者の熱意 でそ の 分
は補い充実 した講習会 が行え た も の と 思いま す。 又 ，
今 回 で 2 6 回目 を迎え， ス キ ー講 習会 と い う も の が ， 大
学内に定着 し て き た感 が あ り 注 す。 ζれか ら ， こ れ を
ど う 発展 さ せ て ゆ く か が 大 き な 問題だ と 思い ま す。
今 回 は 出 発時 陀道路状況 が悪何事が な く 予定通 り に
事 が運び， ま ず は順調で した。 志賀高原へ到着す る と
富 山 と は ま たー昧違 っ た ノミ ウ ダ ー ス ノ ー が グ レ ン デに
蓄え ら れ て な り ， 毎年の事 な が ら長野の 自 然、の 雄大さ
に は感 動する も の が あ D ま す。 乙 の 自 然、 と 一体に な り
日 中 は指導教官 の熱の と も っ た講習が行われ ， 受ける
学生 た ち も ， 最初の う ちは戸惑＼／＼ も あ っ た よ う です が
講習 も 後半 に迫 っ て く る と その上達には 目 をみは る も
の が あ っ た よ う K思い ま す。 た だ ， 残念 で あ っ た事は
今 回 ， ケ ガ 人 が 多 少 ， 多か っ た と 思 う こ と です。 途 中
女子 1 名 が講習途 中 で帰宅 した と と は非常 に残念 に思
われ る 事 で す。
圃 共通第 1 次学 力 試 験 の 実 施 に つ い て
昭和61年度大学入学者選抜共通第 1 次学力試験 が ，
去 る 1 月 25 日 目 ， 26 日 目の両 日 にわた っ て全国一斉に
実施さ れ ま した。 共通第 l 次の制度が始ま っ て以来本
年は第 8 回 目 の も のです。
富 山県 では ， 県 内 で受験 を 志願 し てい る 者 が も7 1 1
名 （ 男2,9 8 6 名 ， 女 1,7 2 5 名 ） あ り ， 富 山 大学 3,8 1 1
名 （ 男2,4 0 5 名 ， 女 1,4 0 6 名 ） ， 富 山医科薬科大学
（ 富 山 中 部高校 で実施 ） 9 0 0 名 （ 男 5 8 1 名 ， 女 3 1 9 名 ）
でそれぞれ実施さ れ ま した。
き て ， 今年は参加：者の技術の向 ー上K 主眼を置 き ， そ
の一環 と し て ， 滑降 フ ォ ー ム を ビデ オ に 撮 り ， 講習 中
に指導教官の ア ド バ イ ス と 共 に 自 分の滑 り を研究す る
時聞 を 作 り ま したo ス キ ー は イ メ ー ジの ス ポ ー ツ と い
われ る 様 に 自 分の フ ォ ー ム を見 る こ と で ど こ が 自 分 の
欠点 であるか ， 各受講生それぞ れ得 る も の が あ っ た と
思い ま す。 さ ら に ， 講習 中 日 に行われ る 松明滑降 If[_fjき
で は ， 毎年 ， 滑降者 が上級班だけ で あ る 乙 と K疑問 を
持 ち ， 下級班に も その 門 戸 を 聞 き 行 っ たため ， 例年に
な く 規模の あ る も の と な り ， 見 る 側 と 滑降する 側 と の
大 き な一体感 があ っ た と 思い ま す。 と の一週間を通 じ ，
日 中 には講 習 ， 帰宿後は ， 班別 ミ ー テ ィ ン グ ， 滑走 フ
ォ ー ム の研究 ， さ ら に懇談会 と ややハ ー ド を ス ケ ジ ュ
ー ノレ で あ タ ま した が ， 学生同及び学生 ・ 教職員相互の
親睦 が よ り 深め られ ， 自然に親 l_h. ， スキー と い う スポー
ツ を通して一層の人 間形成 がはか ら れ た こ と 七 思い ま す。
最後 に な り ま した が ， 本講習会に 際 し て ， 絶大 な 御
協力 を賜わ り ま した学生 部並びに指導教官 の 方 々 に心
か ら御礼 申 し あ げ ま す。
本学では ， 試験実施委 員会 で計画 さ れ た実 施体制K
基づ き ， 五福地区 6 試験場K沿い て大井学長 を実施本
部長 と し4 5 6 名 の教職 員 が試験に携わ り ， 初 日 は ， 国
語 ． 数学 ， 外国語の 3 教科， 2 日 目 は ， 社会 ， 理科の
2 教科を予定 ど な り 終 了 し ま した。
な な ， 本学関 係の 受験状況は ， 次の と な り で した。
． 志願者数 i 欠席者数 ｜ 受験者数 ｜ 欠席率 ー
3β 1 1 名 9 7 名 I 3.7 u 名 1 2. 5 5 %  
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学部 学科 ・ 課 程
昭和 6 1 年度 昭 和 6 0 年度
募集人員 志願者数 倍数 募集人員
人 文 二許子証守 科 9 5  3 54 3.7 9 0  
人文学部 至ロ五ロ で戸L「ら 文 戸子孟ゐ一 科 9 5  244 2.6 8 0  
計 1 9 0  5 9 8 3.1 17 0  
小 学 校 教 員 養 成 課 程 140 1 5 9 1 .1  140 
中 学 校教 員 養 成 課 程 5 0  1 2 2  2.4 5 0  
教育学部 養護学校教員養成課程 2 0  49 2.5 2 0  
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 3 0  9 3  3.1 3 0  
計 240 42 3 1.8 240 
経 済 学 科 144 3 5 2  2.4 1 2 0 
昼 間 主 経 営 学 科 1 24 43 3 3.5 1 2 0  
コ ー ス 経営法学科 1 0 2  7 7 1  7.6 6 0  
小 計 3 7 0  1,5 5 6 4.2 3 0 0  
経済学部
経 済 学 科 2 0  44 2.2 一
夜 間 主 経 営 学 科 2 0  45 2.3 
コ ー ス 経営法学科 2 0 42 2.1 
小 計 6 0  1 3 1  2.2 
計 43 0 1,6 8 7  3.9 3 0 0  
数 二戸千孟子4 科 43 64 1.5 40 
物 理 ：子会主£， 科 3 5  46 1.3 3 0  
イヒ 二悼子ん 科 43 6 9  1.6 40 
理 学 部
生 物 二長号注－；：. 手ヰ 3 5  6 6  1.9 3 0  
地 球 手ヰ で介主-f-与 科 3 2  84 2.6 3 0  
計 1 8 8 3 2 9  1.8 1 7 0  
電 気 工 二悼子ん 科 5 3  1 54 2.9 5 0  
工 莱 イヒ で片足r'. 科 48 146 3.0 45 
金 属 工 っ戸斗「ら 科 43 1 9 7  4.6 40 
機 械 工 弓会a子4 科 5 3  1 64 3.1 5 0  
工 学 部
生 産 機 械 工 学 科 43 2 0 2  4.7 40 
イヒ ’ヰ之 工 そ戸f: 科 43 1 0 9  2.5 40 
三庖"" 子 工 モ戸叫r- 科 43 7 0  3.2 40 
計 3 2 6  1β42 3.2 3 0 5  
ii 』 計 1,3 7 4 4ρ 7 9  3.0 1,1 8 5 
（庄） 昭和 6 1 年度理学部物理学科の募集人員 には， 弟 2 次募集人員闘を 除く。
昭和 6 0 年度理学部物理学科の募集人員Kは， 第 2 次募集人員闘を除く。
園 学 生証 の 査証に つ い て
1 • 2 ・ 3 年次生は， 各学部の学務係 （教 養 部 にな 必ず受け て 下さい。
志願者数
2 7 0  
2 08  
47 8 
3 0 5  
1 8 3 
5 8  
1 2 3  
6 6 9  
3 9 0  
5 7 3  
2 9 3  
1,2 5 6 
1,2 5 6 
5 9  
5 0  
5 8  
7 1  
74 
3 1 2 
94 
2 0 6  
1 3 8 
1 5 5  
1 1 6 
1 1 3 
6 3  
8 8 5  
3,6 0 0  
倍数
備 考
3. 0 
2. 6 
2. 8 
2. 2 
3. 7 
2. 9 
4. 1 
2 .8  
3. 3 
4. 8 
4. 9 
4. 2 
4. 2 
1. 5 
1. 7 
1. 5 
2.4 
2. 5 
1 . 8  
1. 9 
4. 6 
3. 5 
3. 1 
2. 9 
2. 8 
1 .6  
2. 9 
3. 0 
いては学生係 ） で， 昭和61年度の査証を行いますので なな， 査証を受けない学生証は無効 と なります。
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米〉｜く〉｜く米〉｜く 学 園 ニ ュ ー ス 編 集 委 員 〉｜く〉｜く〉｜く〉｜く〉｜く
学 生 部 長 本 田 弘 理 で'fι－ 部 松 本 賢
人 文 学 部 山 口 幸 祐 II 広 岡 公 夫
II 櫛 木 謙 周 工 寸戸主ゐ・ 音日 多 々 静 夫
教 育 学 部 佐 々 木 浩 ／／ 杉 本 益 規
／／ 山 本 都 久 教 養 部 高 安 和 子
経 済 学 部 正 亀 芳 造 ／／ 山 本 孝
／／ 中 藤 康 俊
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